
アカヒレタビラ

昨年は大勢の方にご参加いただきました。今年もみなさまの参加をお待ちしております。

Vol.2

アカヒレタビラを守ろう！
絶滅危惧種

新たな生息地づくりと外来魚対策

in 上越

アカヒレタビラって？

なぜアカヒレタビラは絶滅危惧種になってしまったの？

アカヒレタビラを守るため外来魚を追放しよう！

開催日時　2012年8月25・26日（土・日曜）　9：30～16：00
集合場所　雪中梅丸山酒造場駐車場（上越市三和区塔ノ輪617）

お申込みは裏面の『申込書』をご利用ください。
※スケジュール・場所の詳細・持ち物等も裏面をご確認ください。

ため池に放されているブラックバスやブルーギルなどの外来魚の繁殖によって、アカヒレタビラなど
の在来の水生生物は生存の危機にさらされています。アカヒレタビラの上越市内の唯一の生息地で
も、これらの外来魚が確認されています。

アカヒレタビラとは、タナゴという魚の一種。上越地域に昔からいる在来魚です。上越市内では1箇所
のため池でしか確認されておらず、上越市では絶滅危惧種に指定されています。

外来魚の追放を行うのは上越市三和区塔ノ輪にあるため池。水を抜いたため池の底で、外
来魚を捕まえます。在来魚・水生昆虫等を確認し、取り上げたブラックバスやブルーギルの
計測・解剖実験・食性調査・試食会なども行います。

 

 
主催：生物多様性保全ネットワーク新潟
共催：認定NPO法人くびき野NPOサポートセンター　認定NPO法人日本NPOセンター　　　　　　　　　他
協賛：株式会社損害保険ジャパン



Vol.2

集合・受付（9:30）　→　開会式（10:00）　→　ため池に移動・活動開始！（10:30）　→
昼食休憩「オオクチバス・ブルーギルを美味しく食べる」（12:30）　→　活動再開（13:30）　→
活動終了・まとめ・閉会（15:30）　→ 現地解散（16:00）   

※２日間とも同じ時間帯で実施します。２日間でも１日だけの参加でもOK！ 

汚れてもよい服装、着替え、帽子、タオル
手袋（魚を捕らえるとき）、 雨具、昼食、飲み物
持っている方は魚網、胴長（釣り用ウエイダー）　

交通アクセス
○電車利用で
・JR 信越線「直江津駅」より車で約 20 分
・JP 信越線「高田駅」より車で約 20 分
○車で
・上信越自動車道「中郷 IC」もしくは、北陸自動車道
　「柿崎 IC」より車で約 20 分

スケジュール 8 月 25・26 日（土・日曜）

場所の詳細 集合場所：雪中梅丸山酒造場駐車場（上越市三和区塔ノ輪 617）

持ち物・服装 その他
少雨決行。見学だけでもOK！漁具は主催者が準備します！
現地に日よけ用、着替え用テントを設置。
傷害保険は主催者が一括加入します。

お申込み
※下記にご記入の上、切り離さずにそのまま FAX でお送りください。
※お電話でも受け付けますのでお気軽にご連絡ください。
※SAVE JAPAN プロジェクトのHP上（http://savejapan-pj.net/sj2012/）でも参加申込みが可能です。

（出典：Google Map）

代表申込者名　

ふりがな　

/ 年齢　 / 性別　

全参加者名（名前 /年齢 / 性別）　

電話番号　 Email　

その他連絡事項　

参加申込書

才　 男性・女性

どちらに参加されますか？　
25 日のみ・26 日のみ・どちらも　

NPO法人くびき野NPOサポートセンター
Fax. 025-247-1477

SAVE JAPAN プロジェクトとは、47都道府県のNPOと地域の皆さま、損保ジャパンが一緒になって、
全国各地の「いきものが住みやすい環境づくり」を行うプロジェクトです。お客さまにWeb 約款
をご選択いたただくことにより、寄付を行い、地域の環境団体やNPO支援センター、日本NPOセ
ンターと協働で、市民参加型の屋外イベントを開催します。参加募集の案内や、開催報告など随時
ホームページに掲載。地域みんなで参加できるイベントを目指します。（http://savejapan-pj.net/)

※Web 約款とは、保険などの説明書を
「紙」の印刷物ではなく、ホームページ上
で閲覧できる仕組みです。

NPO法人くびき野NPOサポートセンター
〒950-0912　新潟市中央区南笹口1-1-38-608
Tel．025-384-8282　Fax．025-247-1477　Mail．info@kubikino-npo.jp

お問合せ先


